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農業の変革期を

迎えて思うこと

チッソ旭肥料株式会社

代表取締役社長早水 清

新年明けましておめでと うございます。 年頭に

あたり， 読者の皆様方に とり，本年が実り多い年

でありますよう，心よりお祈り申し上げます。

昨年は内外で大きな問題が起こり，一年がアッ

と言う 間に過ぎ去ったような感があります。湾岸

戦争は， アメリカが終始 リー ドしたものの，国連

が歴史上始めてその力を発揮して，比較的短期に

終息したのは何よりでした。ソ連では市場経済体

制への移行が成功せず，民族問題に発展し，多く

の共和国が独立し，独立国家共同体への移行が確

定しました。そして今，も っとも援助を必要とす

る国がロ シア共和国やその他の共和国になると

は，時代の変化の早さに驚くばかりです。

叉，国内経済は長年続いた好景気が 「パブ守ル」

と消え， 景気減退期に入ったと報道されていま

す。本年は園内的にも， 国際的にも日本の実力が

問われる年になりそうです。

農業界では収穫期の日本列島を襲った台風17"'"

19号が，各地に多大の被害を残しました。野菜の

緊急輸入が行われ叉，本年度は水田減反緩和など

が行われますが，被害に遭われた方々の一日も早

い再起を祈念申し上げます。

ウルグアイラウ ンドの行方は各国の農業情勢の

違いを苧みつつ，関税化の方向に踏み出そうとし

ています。しかし，米の市場開放については，日

本の立場を強く主張すべきものと思います。

現在，品種改良によるおいしい米作りや，栽培

規模の拡大によるコスト ダウンなどの努力が実を

結びつつあり，日本の米作りも新時代に入ったも

のと感じております。

また，肥料では“環境にやさしい肥料"といわ

れるように，農業の生活環境に及ぼす影響も議論

されるようになーりました。これらの農業の変化は

新しい肥料，新しい施肥技術，栽培法を生み出す

原動力になるものと予想されます。

ご承知のように，弊社は，長年の研究開発の中

から，時代を先取りした機能性商品コーテイング

肥料 (LPコート⑮，ロ ング⑮〉を上市し，ご利

用いただけるよう努力してきましたが，緩効性チ

ッソ肥料 iCDU@jと共に，施肥省力効果に加

えて“環境にやさしい肥料"としても，ょうやく

多くの皆様の注目を集められるようになって参り

ました。また，硝酸系化成肥料「燐硝安加里⑮j，

泡状化成肥料「あさひポーラス⑮j，棒状打ち込

み肥料「グリー ンパイル@j，ノぐ ー ミキュラ イト

床土用資材 「与作⑮j，微生物資材「バイオマザ

ー⑮」など特色ある商品を開発，販売して参りま

しアこ。

私共は，変革期を迎えた農業に求められる技術

改革の方向を見定めて，これら商品に一層の改良

を加え，また新しい商品の開発を行い，ご期待に

沿いたいものと念願しております。

発刊以来，皆様に親しまれて参りました本誌

「農業と科学」も，内容の充実化をはかり，新し

い農業技術や栽培事例の紹介を行い，農業の発展

にいささかでもお役に立ちたし、と思っておりま

す。

本年も，変わらずご愛読いただきますと共に，

ご執筆等を通じ，積極的なご意見，ご批判を賜り

ますようお願い申し上げます。

皆様のご繁栄を心からお祈りして，新年のご挨

拶とさせていただきます。

(12月20日記〉
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三浦ダイコン産地では

何故ダイコン萎黄病が見られないのか? (その 1)

神奈川県三浦半島に位置するダイコン産地は黒

潮の影響を受け，しかも冬季が温暖な気候である

ため，疏菜栽培が露地ででき，京浜地域の重要な

野菜供給産地である。この地域は江戸時代からダ

イコンを栽培しており，その形は練馬系の大型

で，大正時代に“三浦ダイコン"として呼ばれた

らしい。このように，ダイコンを中心に早堀ノぐレ

イショー陸稲またはダイズの輪作体系が長い間と

られていた。その後，ダイコン一春キャベツース

イカの輪作体系となり，今日もこの輪作が続いて

いる(図 1)。

昭和55年度から青首系の品種が導入されるや急

激に品種交代が行われ，昭和58年度には耐病総太

りを中心とした宮重系の青首品種が 9割以上占め

るようになったという。しかし，宮重系に代わっ

ても萎黄病が発生した話は聞かない。

外国では Fusarium萎ちょう病に対する発病抑

止土壌が多く発見されており，日本でも駒田は三

重県の鈴鹿市の黒ぼく土壌がダイコン萎黄病に対

して発病抑止土壌であることを報告している。ま

た，駒田と筆者は関東，東山地域におけるダイコ

ン萎黄病に対する発病抑止土壌の探索を始めた。

その結果，三浦地域の土壌はダイコン萎黄病に対

して発病抑止土壌であることを確認し，その機構

図 1 主要野菜の輪作体系
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摘要 :0播種 ム定植

野菜・茶業試験場 久留米支場

病害研究室長小林紀彦

について若干検討しているので紹介する。

1. 発病抑止土壌とは

土壌病害に対する発病抑止土壌とは，土壌病原

菌に汚染された土壌に感受性品種を栽培しでも発

病が低い，あるいは発病程度が軽い土壌を言う。

種々の土壌病原菌に対する発病抑止土壌は世界

で古くから，また，数多く知られている。しか

し，すべての，または 2，3種類の土壌病害に対

し，共通して発病を抑制するオールマイティーな

土壌は存在しない。そこで，一般的には病害名を

つけた発病抑止土壌となる。

2. 三浦地域にみられるダイコン萎黄病発病抑

止土壌

ダイコン萎黄病は Fusariumoxysporum f. sp. 

mρhaniとし、う病原菌が作物根に侵入し，導管に

住み着き，増殖する。やがてッ導管は閉塞されて

植物は根から水や肥料を吸収できないため，意終

的に，植物体は萎ちょう，枯死する。

三浦地帯の代表的な土壌，黒ボク作土，下層土

(諸磯統〉ならびに褐色火山灰土の下層土(菊名

統〉および鴻巣土壌，亀山土壌(黄色土〉を採取

して，それらの原土ならびに各種の有機物を混和

した各土壌で毎年 1，2作して 6年間ダイコン萎

黄病の発病推移を比較した。
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その結果，施用した有機物の効果よりも土壌そ

のものの性質が発病によく反映した。すなわち，

三浦地域から採取した 3種類の土壌，すなわち黒

ボク作土(諸磯統)，黒ボク下層土，ならびに褐色

火山灰土の下層土(菊名統〉は他の土壌に比べて

毎年発病株率が低く，これらの土壌はダイコン萎

黄病に対する発病抑止土壌であるとした(図 2)。

図 2 種々の有機物を添加した種類の異なる土壌

3. では，如何なるメカニズムでこのような現

象が起きるのであろうか?

ダイコン萎黄病は土壌病害であるため，われわ

れの目には見えない土壌中で種々の現象が営まわ

ており，それらが集約されて地上部に病徴として

現れ，発病として認識される。そのため，発病を

誘起する土壌中での微生物と病原菌との相互関係

を発病抑止土壌と他の土壌で差があるのか否かに

ついて具象化する必要がある O

4. 発病抑止機構の解明

1) 土壌の物理的，化学性ならびに生物性

まず，三浦土壌と発病しやすい鴻巣土壌間での

土壌の性質，すなわち物理的，化学的ならびに生

物的性質の違いについて検討した。

表 1に示すように，三浦土壌と鴻巣土壌間では

物理的性質においてほとんど差が認められなかっ

た。しかし，化学性においては三浦土壌で pHが

高く， CEC， Ca， Mg，可溶性ALの含量も多か

った。また，各土壌中の微生物を比較すると糸状

菌を除く，細菌，放線菌の菌数が三浦土壌で高か
可加

0/'-0 

におけるダイコン萎黄病の発病推移
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KN:鴻巣作土、 KF:鴻巣作土(クロールピクリン処理)

1 :一身問下層土(B層)、 M:三浦作土

Mb:三浦下層j二(B層)、 Mr:三浦下層二I:(C層)
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表 1 ダイコン萎黄病発病抑止土壌，助長土壌の物理性，化学性と生物性

1)物理性

キ立 径 分 布 (%) 

試料名 キII 『沙 紺i 砂 シルト 粘 土 :J: 性

(2-0.2mm) (0.2-0.02mm) (0.02-0.002mm) (0.002mm以下)

14.3 32.8 31.4 21. 5 CL 

新三浦 6.8 25.8 40.5 26.9 LiC 

鴻巣 16.6 29.0 31. 5 22.9 CL 

1.分析値は 2連の平均値を示す。

2.粒径分布の%は(粗砂+細砂+シルト+粘土)を100%としたときの値である。

3.れきの%は乾士当たりの値である。
4.容積重は100me当たりの乾士重量(g)で示す。

2)化学性

れ き
容積重

(2mm以_I二) g 

% 

0.3 90.3 

0.2 69.9 

0.4 99.1 

交換
交換陽性イオンa) 陽イオン 可溶性

リン陵
可給態 可溶性 有機態

全窒素
交換容 リン酸a) 3失 アルミ 炭素 pH 

試料名 目安度 吸収係Ca I Mg I K 是[a)CEC P205 Fe ニウムa)
(YJ) (me) I (me) I (me) (me) (mg) 

数
(ppm) AI (mg) 

j甫 1. 75 32.5 5.9 1.8 38.1 55.8 2，550 29.3 481 

新三浦 2.32 19.5 3.7 1.1 43.0 7.6 2，900 99.1 899 

鴻巣 3.00 10.5 1.4 0.8 18.9 11.2 2，310 54.7 382 

a)乾土100g当たり。

1.分析値は 2述の平均値を示す。

2. 可給態 1)ン円安はTruog法により測定した。

3. -"T給態鉄はpH4.5の1N酢酸アンモニウム液浸JLflJによる値を示す。
4.可溶性アルミニウムはpH4の1N酢酸ナトリウム液浸出による値を示す。

3) I1ミ物性

土壌

発病助長土壌(鴻巣)

発病抑止土壌(三浦)

コロニー数/g乾土

糸状菌 X104 

18.1 

4.8 

放線菌X105 

6.4 

51. 5 

C 

(%) 

5.18 

9.27 

2.99 

N C/N 
(%) 

0.28 18.5 

0.39 23.8 

0.21 14.2 

細商 X106 

4.2 

27.3 

(H20) 

6.6 

6.3 

5.0 

2) 抑止土壌中での病原菌の動向 表 2 発病抑止，助長土壌の根圏における厚膜胞

数々の作物に大きな被害をもたらし，防除の難 子の発芽

しいフザリウム菌は一般に土壌中で厚膜胞子とい

う耐久体を形成して土壌中で生存する。

では，この病原菌の活動が土壌の種類によって

違うのか否かにつし、て検討した。

土壌中に生存する厚膜胞子は作物根から分泌さ

れる糖やアミノ酸を利用して発芽する。そこで，

土壌中での病原菌の活動を観察するため，この環

境を人工的に作り出し，また，土壌中の行動を直

接的に観察できるよう病原菌の厚膜胞子に蛍光を

発するように染色して検討した。その結果，発病

抑止土壌中での厚膜胞子は充分な栄養があっても

発芽率が低く，その値は30%以下であり，発芽管

も一般に短い。一方F 発病が激しい土壊では厚膜

む7者 発病助長 発病抑止

48 72 48 72 

% % % % 
根圏の外 0.4 0.8 。 。

キ艮 圏 59.0 57.2 26.2 15.0 

L一一一一

胞子は80，.....，90%発芽し，しかも発芽管が長かっ

た。人工土壌ではなく，実際にダイコン根が伸長

した両土壌の根圏土壌をとり，同様の試験をおこ

なっても，上記と同様の傾向を示した(表 2)。

さらに，三浦土壌は厚膜胞子の生存にはどんな
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発病抑止土壌の (M)の添加による助長土

壌(K)への抑止性の移行

図 4助長土壌中における病原菌密度発病抑止，

の推移

図 3

影響を与えるのだろうか?

三浦土壌と鴻巣土壌に一定量の病原菌を接種

し，野外に放置し，その後 1週間毎に菌数の推移

を測定した。その結果，

三浦土壌では時間の経過

とともに急激に菌密度が

減少するのに対し，鴻巣

土壌では菌密度の減少が

緩慢で最終の病原菌密度

も高い値で落ちついた

(図 3)。

3) 厚膜胞子発芽の抑

止機構

では，何故三浦土壌で

は厚膜胞子の発芽が抑制

されるのであろうか。

(1) 土壌の混合比によ

って違う?

発病抑止土壌と発病し

% of 
sup soil 

o 0 
ム 25
口 50
企 75

・100

やすい土壌を色々な比率で混合し，厚膜胞子の発

芽を比較検討してみた。その結果，抑止土壌の混

合割合が多いほど厚膜胞子の発芽が抑制された

(図4)。このことは発病抑止土壌中の特定の微生

物が発病しやすい土壌に移行し，増殖する可能性

は少ないことを示した。

(2) 土壌微生物が発病抑止に関与する?

土壌中の微生物と厚膜胞子の発芽抑制との関連

を検討するため，三浦土壌をオートクレープ(120

oc)や電子レンジ等で高温処理し，土壌中の微生

物を殺した土壌で厚膜胞子の発芽がどうなるか検

2 1 
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微生物増殖阻害剤の添加による抑止性の変

化
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討した。その結果，殺菌された土壌では，両土壌

とも厚膜胞子の発芽を抑制することは出来ない。

この結果は土壌中の微生物が厚膜胞子発芽の抑制

に関与していることを示している(図 5)。

また，このようにして土壌微生物を殺した三浦

土壌や発病しやすい鴻巣土壌に新しい微生物を導

入してやると三浦土壌では 1週間で厚膜胞子発芽

を抑制するようになるが，発病しやすい土壌の場

合は発芽が正常である(図 5)。この結果は三浦

土壌は微生物の増殖に好適な土壌環境をもってい

ることを示しており，土壌中の微生物の密度が高

いことが発病抑止と関係あるように思われた。

(3) 土壌の化学性は発病抑止と関係ある?

発病抑止土壌(6.6)の pHを酸性側に矯正(pH

4.5位〉すると発芽抑制能力がなくなった(図 6)。

この現象は土壌微生物のうち，細菌，放線菌等

が酸性側で活動しにくくなったためとも考えられ

るがさらに詳細な研究が必要である。

(4) では，どの微生物が発病抑制に関与してい

る?

土壌の微生物が胞子発芽の抑制に関与している

ことが明らかになったので土壌の微生物のうちど

のような微生物が関与しているのかを追究した。

まず，土壌の細菌や放線菌の活動を抑止する抗生

物質，ストレプトマイシンやローズベンガルを三

浦土壌に混和して厚膜胞子の発芽を調査した。そ

の結果，厚膜胞子の発芽抑止性は消失し，胞子の

発芽がよくなることが明かとなった (7図)。

処

他方，土壌中の糸状菌の活動を抑制する化学物

質， PCNBやキャプタンを混和した三浦土壌で

は厚膜胞子の発芽は抑止されたままであった。こ

れらの結果は三浦土壌中の微生物のうち，特に細

菌，放線菌が厚膜胞子の発芽抑制に深く関与して

いる可能性を示した。

このように，土壌の微生物が病原菌の活動を制

御し，発病の抑制に関与していることが明らかと

なった。

次回は，では，この厚膜胞子の発芽抑制が発病

抑制とどのように関連し，また，それのみで三浦

地域でダイコン萎黄病がみられない原因といえる

のか等について三浦地域の農業生態系等も考慮に

入れて述べてみたい。

理

125 土壌 pH矯正が病原菌抑止性に及ぼす影響

100 
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図 6

，一一~…お詫び

12月号樫田千代司様の「ロングの現地活用事

例」の本文中に誤りがありましたのでお詫び

して訂正いたします。

02頁右欄10行目
(ロング 100タイプを〉従来の分けご

肥分に一→従来の分肥分に

03頁左欄下段
更に増収効果と尻こぼうの一→更に増

収効果と尻こけごぼうの
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の施用試験

茶園における芽出し肥

「アサヒポーラス」

二向
円光

静岡県茶業試験場

岩橋研究主幹

一番茶に含まれる窒素の来歴 (推定〉

(静岡県茶業試験場〉

図 1

芽出し肥

前年に施した窒素

り8，..，.， 12kg程度施用する。

芽出 し肥の各茶期への寄与率を図 2に示した。

一番茶に対する芽出し肥の寄与率は4%程度であ
る。さらに，芽出し肥として施用した窒素は，
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近年，生活水準の向上により良質茶の需要が高

まり，これに答えるべく良質茶生産のために，多

肥栽培が行なわれている。施肥の現状は施肥量が

窒素成分で 100，..，.，120kg/10 a であり，施肥回数は

春肥 2"""3回， 芽出し肥，夏肥 3"""4回，秋肥 3

""""'4回と年間では 9........，12回となっている。

健全な茶樹の育成のための適正な施肥管理を行

なうためには， 茶樹に限らなし、が，必要な時期に

必要な量の肥料を与えるこ とが重要である O つま

り，生育周期に応じた施肥管理が必要である。し

かし，現状では，施肥しようとする時期に土壌中

にどの程度肥料成分が存在するのか，更に，茶樹

の生育に必要な施肥量はどれくらいなのかが分か

らないため，従来通りの施肥暦に準じて定期的に

施肥がなされている場合が多し、。これまで茶樹の

養分吸収を高めるため，土壌環境の改善，肥料成

分の動態把握，施肥方法の改善，緩効性肥料施用

試験などさまざまな研究がなされてきた。

一方，消費者のお茶に対する高級化志向にとも

ない一番茶の需要が高まり， 荒茶生産額に対する

一番茶のしめる割合が静岡県において平成2年度

で80.5%と一番茶重視の傾向がますます強くなっ

ている。

2. 芽出し肥

茶樹は深根性であるため施肥した養分の肥効が

遅い植物である。そこで一番茶に含まれる窒素の

来歴を図 1に示した。摘採当年に施用した窒素が

当年の一番茶に寄与するのは約20%であり，後の

約80%は前年またはそれ以前に施用した窒素に由

来する。

静岡県においては芽出 し肥は新芽が生育が伸長

している 3月下旬から 4月上旬にかけて一番茶に

対する硫安などの速効性肥料を窒素として10a当

はじめに
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番茶後，二番茶，三番茶，秋芽へと大部分新芽に

送られる。

この寄与率4%という数字は一番茶の生産費の
しめる割合が極めて大きい茶栽培にとって重要で

あるといえる。

従来より春肥や芽出し肥の施用時期は，地温が

上昇中とはいえまだ{尽く，肥料の分解は遅いうえ

に，まとまったー雨も少ないことから肥料成分の根

系に達するのが遅れ一番茶にたいする養分吸収が

十分でない茶園があるのではないかということが

懸念されていた。

そこで速効性肥料である「アサヒポーラス S

660Jの芽出し肥としての施用が，茶樹の一番茶

期新芽の生育，収量及び一番茶の品質に及ぼす効

果について検討した。

3. 試験方法

(1) 試験場所

静岡県榛原郡菊川町倉沢1706-11 静岡県茶業

試験場茶園

(2) 試験構成

窒素施用量(kg/a)10 I 備 考

アサヒポーラス施用区

硫安施用区

(3) 試験規模

1区14.4平方メートル(9mX1.6m) 2反復

8.0 平成2年4月2日に施用

同上8.0 

(4) 栽培概要

品種:やぶきた40年生

土壌:牧の原赤黄色土壌

施 肥:平成元年度の施肥(窒素80kg， リン酸

27kg，加里40kg，/10a) 

春肥(窒素16kg， リン酸13kg，加里16

kg/10 a) を平成2年 3月2日に施用

済み

4. 試験結果

(1) E Cの変化

アサヒポーラス及び硫安施用による土壌溶液の

ECを測定するために土壌埋設型ECセンサーを

うね聞の中央20cmの深さに各区3本設置した。両

処理区でのECの推移を図 3に示した。

その結果，施用前のECは 2.1ms/cmであっ

たが硫安施用に伴う ECの推移は，施用 3日後で

は2.2，10日後で 2.4，21日後で 2.9，最終日の 4

月30日では 3.1と，施用による ECの緩やかな上

昇が認められた。一方，アサヒポーラス施用区で

は，施用 3日後では3.6，10日後で4.4，21日後で

5.6，最終日の 4月30日では8.1と，施用によるE

Cが硫安に比べて高く推移した。

この原因としては①アサヒポーラスが，従来か

ら速効性といわれてい予硫安よりも溶解が速い，

@それにともなって硝酸化成も速い，③降雨によ

り移動する硝酸態窒素を含有 (2.5%)しているな

図 3 アサヒポーラス及び硫安施用による ECの推移

9 
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注 1)窒素施用量8kg/10 a 

2) センサー設置部位 茶園うね聞の深さ20cm

3)各区のECセンサー設置本数 3本
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どが考えられる。

(2) 一番茶の収量及び生育調査

一番茶新芽の生育調査の結果を表 2に示した。

一番茶芽の生葉収量はアサヒポーラス施用区で

10 a当り 559kg，硫安施用区536kgとアサヒポーラ

ス施用区が硫安施用区にくらべて多く，アサヒポ

ーラス施用による増収効果が認められた。

また一番茶芽の生育を枠摘み (20X20cm枠，各

区6枠〉により調査した。一番茶収量構成要素に

ついてみると，両処理区間で新芽数，新薬数，百

芽重では大きな差は認められなかったが，アサヒ

ポーラス施用区の摘芽長が46.1mmと硫安施用区の

42.9mmに比べて大きい傾向が認められた。また，

アサヒポーラス施用区の出開度(出開いた新芽の

割合〉が硫安施用区に比べて低い傾向も認められ

た。

表 1 一番茶生育調査結果

処 王型 収量

アミノ酸濃度も全窒素と同様に，アサヒポーラス

施用区の濃度が硫安施用区に比べ高かった。

表 3 荒茶の成分分析結果

| 全窒素(%) I遊離アミノ酸協)

アサヒポーラス施用区 5.11 3.16 

硫安施用区 4.88 2.89 

5. まとめ

(1) Iアサヒポーラス S660Jの芽出し肥とし
ての施用が，茶樹の一番茶期新芽の生育，収量及

び一番茶の品質に及ぼす効果について検討した。

(2) ECセンサーによるECの推移はアサヒポ

ーラス施用区が硫安施用区に比べて常に高く推移

しアこO

(3) 一番茶の収量及び生育調査の結果，生葉収

(平成2年 5月2日摘採〉

枠摘 み調査 (20cm * 20cm) 
新芽重 新芽数 摘芽長 新葉数 出開度 百芽重

アサヒポーラス施用区
kg/10a 

559 

硫安施用区 536 
」

表 2 一番茶荒茶品質審査結果

処理

アサヒポーラス施用区

硫安施用区

(3) 荒茶審査結果

g 

29.0 

28.3 
l一一

茶の品質の良否は官能審査法によってなされ

るO 荒茶(一番茶〉品質の審査の結果を表 2に示

した。その結果，形状，色沢などの外観審査では

アサヒポーラス施用区28.7点，硫安施用区28.3点

と差は認められなかった。また香気，滋I床，水色

などの内容審査においてもアサヒポーラス施用区

43.9点，硫安施用区43.2点と差は認められなかっ

た。

(4) 荒茶の成分分析結果

荒茶(一番茶〉の成分分析結果を表 3に示し

た。その結果，全窒素濃度はアサヒポーラス施用

区の濃度が硫安施用区に比べ高かった。また遊離

本

57.1 

56.4 

mm 本 % g 

46.1 3.1 46.7 47.3 

42.9 3.1 54.7 46.4 

(平成 2年 5月2日摘採)

量でアサヒポーラス施用による増収効果が認めら

れた。アサヒポーラス施用区の一番茶芽の長さが

硫安施用区に比べて長い傾向が認められた。

(4) 荒茶審査結果では，外観審査及び内容審査

において両処理問に差は認められなかった。

(5) 荒茶の成分分析結果では，全窒素濃度，遊

離アミノ酸濃度共に，アサヒポーラス施用区の方

が硫安施用区に比べ高かった。

(6) 以上の結果，アサヒポーラスの肥料成分は，

硫安に比べて下層への移動が速いため，芽出し肥

として有効であると考えられた。また速効性が高

いため芽出し肥前に施用する春肥の配合肥料の素

材として使用した場合の施用効果も期待される。
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東北地方でのロング施月jによる

水稲無追肥育苗法の普及状況

(育苗肥料とロングゃの併用による追肥省略での健苗技術〉

その 1 各県(宮城，山形，岩手，青森)の普及技術内容

1. はじめに

東北地方は農作物の中で米の占める割合が大き

く，特に良質米が求められている今日では，東北

地域の米作は全国の中でも益々重要な地位になっ

ている。現在j農業情勢は生産性の向上化が益々

求められており，その中で省力化は労働力不足の

現状では特に重要である。

この様な状況下で水稲栽培での施肥の省力化技

術は農村社会からの要望ともなっており，それら

の需要に応えられる施肥法としての対応は追肥回

数の軽減技術や全量基肥施用技術といえよう。こ

の様な省力的な施肥技術は現在コーテイング肥料

の開発により可能となっており，本田での追肥一

回施用，全量基肥一団施用等に対応できる資材が

流通し，年々普及拡大している。例えば，弊社の

LPコート等がそれであり，追肥関係ではLPコ

ート40号， 70号1〉2〕，基肥関係ではLPコート 100

号3"-'10入が代表的なものとして上げられる。

また，育苗について見ると，東北のような寒冷

地では本田移植後の活着の良好性と初期茎数の確

保は収量の安定の上で大事であり，昔から「苗半

作」と言われている様に苗作りには特に力を入れ

てきた。その為，健苗育成を目指して，各県の指

導機関，農協，農家の方々は毎年努力をされてい

る。健苗育成を目指す上で，肥培管理は最も重要

なことであり，その中で肥料の効かせ方と温度，

水分管理等が重要と言えよう。この目的に添いな

がら育苗の施肥関係で省力化を図りたいのは追肥

作業の部分であるが，この点についてもコーテイ

ング肥料の利用によって追肥省略での健苗育成が

可能となってきている。

この追肥省略での健苗育成について，東北の各

試験場で被覆燐硝安加里のロングを対象として研

究開発が行われF 慣行の育苗肥料との組み合わせ

チッソ旭肥料(株) 東北支)苫

についての詳細な試験が実施された。即ち，この

検討は従来から数県で独自に検討されたものに加

えて全農の連絡試験11)としても昭和63年と平成元

年の 2年間に亘って検討され実用化が図られた。

その結果，育苗肥料とロング424-M100の組み

合わせで実用上十分使いこなせ，且つ，良質の苗

が得られる事が確認され，県の稲作指導基準や普

及技術となっている。本報告では，追肥省略(無

追肥〉での健苗育成技術の開発について，東北数

県で検討された結果の概要を 2報に分けて紹介す

る。

今回は，宮城・山形・岩手・青森各県で実施さ

れている普及技術の内容と基礎的データを紹介

し，次回は農協農家の使用実態のアンケート調査

結果及び応用的な使用方法について述べたい。

2. 各県の成績と普及内容

2-1 宮城県

平成2年5月「普及に移す技術J (第59号〉と
平成3年度 3月「稲作指導指針」に取り上げられ

ているがその内容は次のようである。

(1) 内容(1" Jは原文引用，以下同じ〉
平成 3年度 3月「稲作指導指針」の内容は次の

ようである。

「第2章 稲作安定生産のために(基本技術の徹

底〉

5. 健苗の育成と適期田植えの励行

(4) 省力育苗技術

ロ 中苗の無追肥育苗法

中苗育苗では，育苗期間に 2回程度の追肥

作業がある。大量に育苗する場合は，多くの

作業を要する。このような場合，育苗基肥に

慣行の速効性肥料と被覆肥料を併用し床土に

混和することにより 2回の追肥作業が省略で

きるO
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付) 使用する被覆肥料

水稲育苗用「ロングL-100j

(肥料成分:窒素-燐酸一加里 14-12-

14) 

(ロ) 使用量及び使用方法

育苗 1箱当たり，速効性肥料(育苗専用肥

料10-10-10) を窒素成分 1g (製品で10g) 

水稲育苗用「ロングL100jを窒素成分で 7

---10 g (製品で50--70g) を育苗床土に均一

に混和する」

(注〉ロング L100は平成 3年 7月から普通品

より粒径の小さい中粒品への切り替わりに

より名称が「ロング424-M100jと変更に

なっている。

(2) 試験データ(表-1は「普及に移す技術，平

成 2年」よりヲi用)
育苗肥料とロングの組み合わせ条件での試験結

果は表-1のとおりである。

(，普及に移す技術・平成 2年」の試験データ

を引用〉図-1は当方でまとめたものであり，苗

箱当たりの育苗肥料N0.5， 1. 0， 1. 5 g とロング

424-M100のN5，7， 10g (現物量35，50，70g) 

の組み合わせ条件の結果について，草丈， N含有

率，充実度の関係を表している。

これらの結果から，対照区(慣行，追肥 2回〉

と同等の草丈， N含有率，充実度となるのは，育

苗肥料N1. 0 gとロング424-M100のN7--10 g 

(現物量50---70g)の組み合わせであることがわ

かる。

育苗肥料がN1. 5 gの条件では草丈が伸び充実

度が小さくなる。

2-2 山形県

平成2年 3月「山形県稲作指針」に取り上げら

れてお吹，その内容は次のようである。

(1) 内容

「第 3章 高品位米の安定生産

4. 健苗の育成と適期移植

(3) 省力的な育苗技術

ウ 追肥の省略

中苗育苗では育苗期間に 2回ほどの追肥作

業がある O 特に， トンネル育苗などでは作業

労力を要する。

表 1 播種後35日(5月17日〉の苗生育 (宮城県農業試験場，平成 2年度〉

窒素成分量 養分濃度
草丈 同左 葉数 乾物重 充実度

速効 被覆 C.V 

しぶ) ( ==/) 
窒素燐酸加里

(g/箱) (g/箱) (cm) (%) (葉)
(%) (%) (%) 

1.5+ 。 13.4 7.8 3.2 2.11 1.57 2.99 1.20 1.28 

1.5+ 2回追肥* 14.6 9.0 3.1 2.27 1. 55 4.01 1.28 1.35 

1.0+ 

1.5+ 

F
「
U

F

同

υ

14.5 8.9 

16.0 8.9 

3.1 

3.2 

2.06 

2.19 

1.42 

1.37 

3.41 1.23 1.52 

3.79 1.44 1.88 

1.5+ 15.1 8.1 

1.0↓一一一 7一一一「一九工--ji---Lim---iiム.1戸8仁-一一一一-一一一一-一一一一-一一一一一一一一一一一-一-Iiii-;:.;一-
4.03 1.31 1.70 7 3.3 2.22 1.46 

0.5+ 10 14.9 6.7 3.3 2.27 1. 51 4.23 1.19 1.67 

1.0+ 10 14.9 9.0 3.2 2.28 1. 54 4.26 1.34 1.67 

1. 5+ 10 15.0 9.8 3.4 2.26 1.51 4.27 1.46 1.79 
ー------ーーーーー----ーーーーーーーー--一ー 一ーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーー一一ーーーーーーー』ーーーー』ーーーーーーーー--ーーーーーー----ーーーーーーーーーーー--ーーーーーーーーー 相ーーーーー--・・-ー

0.5+ 14 14.5 8.1 3.3 2.35 1.61 4.37 1.32 1.76 

1.0+ 14 16.0 8.2 3.4 2.52 1. 58 4.50 1.30 1.64 

1.5+ 14 16.1 9.2 3.4 2.30 1.43 4.61 1. 31 1. 72 

注 1)速効性肥料は宮城経済連育苗専用肥料10-10-10を用いた。
2) *は対照区で追肥は 1固に硫安肥料を窒素成分で19を施用した。
3)被覆肥料はロング肥料(14-12-14100日タイプ)を用いた@
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図 1 苗の草丈N含有率および充実度

育苗肥料 NO.5g/箱 O一一一一0 平成2年宮城県農業センター

ササニシキ 中苗(36回)

水田土、ハウス

車Z籾 100g

" N1.0 "・---・
" N1.5 " ①『ーーーー①

対照区(N1.5g+追肥N1gX2回) ① 

草丈(cm)

14 

草丈

① ._ 二二弘之、一一切

16 G
 

15 

N含有率(%)
5.0 

N含有率

4.0ト① --(])------戸:二ニ---(])--- _.-
~ 

~ 

.----

3.0 

充実度

1.6 

1.5 

1.4 

1.3 

対照区

充実度

/トーーー一-一一・_-一ーー

/ 
/ _.(])---.-- ①

 

C])-

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

ロング施用N量(g/宇宙)

35 50 70 
ロング現物量(g/箱)

100 

このような場合に緩効性肥料を併用するこ

とにより追肥作業を省略することが出来る。

施用方法は，幼苗ではN成分で速効性肥料

1. 0 g +被覆燐硝安加里(ロング) 7 g，中

肥で+10gを床土に混合する O この方法で追

肥がはぶけ窒素濃度の高い良苗が得られる O
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ただレ慣行性肥料を多くすると育苗後半の

苗丈が伸びやすいので，適量を守り温度管理

にも注意するとともに使用床土 pHは厳守す

る」

(2) 試験データ

昭和63年と平成元年の 2年間，育苗肥料とロ

ングの組み合わせ条件について，稚苗と中苗で

詳細な試験を行っている(農業試験場本場，庄

内支場〉。

結果は上記2-1の宮城県と同様であり，育苗

肥料1.5gにすると草丈が長くなり，充実度が

低くなることが確認されている。

2-3 岩手県

昭和60年に参考事項として「置床施肥に依存し

ない中苗育苗法」が発表されている。この内容は

育苗肥料とロング 424--L 70を組み合わせて施用

するものである。それ以後，諸情勢を加味し，且

つ岩手県，経済連， くみあい肥料(株〉が十分な

検討を加えて，農家の方が使い易いよう配合肥料

(育苗肥料とロングの配合品〉として，平成元年

より販売を開始している。

平成2年度に「指導上の参考事項」として，再

度発表されている内容は次のようである。

(1) 内容

「置床施肥に依存しない中苗育苗法:(一部改定〉

(農試環境部.県南分場.県北分場〉

1) .背景とねらい

昭和60年度の参考事項「置床施肥に依存しな

い中苗育苗法」のーっとして燐硝安加里コーテ

イング肥料 (L70)を用いた方法を提出してい

るが，その後この肥料が大粒で土と混合しにく

く，溶出も不安定であることが指摘され始め

た。そこで細粒及び溶出の安定化を目的とし

て，新しい燐硝安加里コーテイング肥料 (L

100)が開発された。同時にこの緩効性肥料をプ

レンドした育苗肥料が開発されたので，これを

利用した箱内 1団施肥による育苗法を検討し

た。その結果を，昭和60年度の参考事項の一部

改定として指導上の参考事項に供する。

2). 技術内容

1) 燐硝安加里コーテイング肥料〈緩効性肥

料〉を用いる方法

速効性肥料に L70単体 60--100gを上乗せ

する従来の方法に変えて， L100入り中成苗専

用肥料(コーテイング肥料<細粒>14-12-14，

100日タイプ入り中成苗専用肥料<複合10-10

-10-苦土 1>の箱内 1団施用に訂正する。

土壌の種類

火山灰土壌

沖積土壌

L-100入り中成苗専用肥料
(溶出タイプ100日)

80-100g/箱

80g/宇宙

3) .指導上の留意事項

1) 県南地帯の沖積水田作土では徒長を助長

する恐れがあるので用いない。

2) 床土と中成苗肥料を均一に混和するた

め， ミキサ一等の利用が望ましい。

3) 施用量を守るために，覆土への混和は避

ける。

4) 中成苗肥料は育苗全期間を通じて成分が

溶出し，高温及び、過湿状態では伸長し易く

なるので育苗期間中は，特に高温過湿にな

らないよう注意する。

5) その他の育苗管理は，昭和60年度参考事

項の留意点に準ずる。

4). 試験成績

1) 場内成績(平成2年度，岩手農試本場，

県南分場，県北分場〉

供試肥料

慣行区:硫安，重過石，塩加を単肥

で施用

専用肥料区:コーティング肥料<細粒>

14-12-14，100日タイプ入り

中成苗肥料(複合10-10-10

-苦土l)J

2) 試験データ(平成2年度「指導上の参考

事項」の試験データを引用〉

ロング入り中成苗肥料の配合内容は表-2

のとおりである O

試験で専用肥料を箱当たり60g ， 80 g， 100 

g施用した場合の速効性成分とロング由来の

成分量の内訳を表-3に，本場等3ケ所で実

施した試験での苗の調査結果を表-4に示

すO
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表 2 保証成分<10-10-10-1>及び配合割合 C%) (岩手県農業試験場，平成2年度〉

窒素 アンモニア性 硝酸性 可溶性 水溶性 7J<~容性 苦土

全量 窒 素 窒素 リン酸 リン酸 加里

全 量 10.0 5.5 4.5 10.0 7.0 10.0 1.0 

コーティング肥料 9.0 4.95 4.05 8.0 5.6 9.0 

速 効 1.0 0.55 0.45 2.0 1.4 1.0 1.0 

(速効性肥料の内容:硫安、過石、硫加、アズミン)

表 3 試験区の構成と箱当り施肥量 (岩手県農業試験場，平成2年度)

速効性成分 コーティング肥キ斗 施肥量合計
区 名 追肥

N-P-K(g/箱) N-P-K(g/宇宙) N-P-K(g/箱)

'慣 行 2.0-3.0-2.。
専用肥料 60g 0.6-1.2-0.6 

" 80g 0.8-1.6-0.8 
" 100g 1.0-2.0-1.。

表 4 苗調査(播種後33日'"'"'36日)

場所 区名
草丈 葉齢

(cm) (葉)

慣行 13.9 3.1 

本場
60 13.8 3.0 

80 11.8 3.0 

100 12.8 3.1 

慣行 12.2 3.1 

県北
60 11. 7 3.0 

80 11.6 3.0 

100 11.7 3.1 

慣行 12.3 3.5 

県南
60 11. 5 3.4 

80 12.7 3.7 

100 13.8 3.5 

2-4 青森県

昭和58年に指導奨励参考資料として発表され，

ロング単体での使用と配合品で普及が始まった。

平成2年に粒径の中粒への変更に伴い再度の試験

を行い，平成3年より，中粒ロング入り育苗専用

肥料の普及が始まっている O

主たる内容は次のようである。

(1) 昭和58年度の発表内容

「昭和58年度指導奨励参考資料(青森県農業試験

場〉

〔箱育苗における被覆複合燐硝安加里(単体お

よび同単肥配合〉の施用効果〕

1) とりあげた理由

1回 3.0-3.0-2.0 
5.4-4.8-5.4 金正 6.0-6.0-6.0 
7.2-6.4-7.2 金正 8.0-8.0-8.0 
9.0-8.0-9.。 金正 10.0-10.0-10.。

(岩手県農業試験場，平成 2年)

葉鞘長 (cm) 葉身長(cm) 乾物重

第1

2.8 

3.0 

2.6 

2.5 

2.7 

2.9 

2.8 

2.6 

2.3 

2.4 

2.3 

2.5 

第2 第2 第3 (g/100個)

5.0 5.3 8.0 2.29 

4.9 5.8 8.6 2.21 

4.5 5.0 7.6 1. 72 

4.5 4.9 7.7 2.01 

4.6 5.1 7.4 1. 73 

4.8 5.8 7.5 1. 71 

4.8 5.3 7.4 1.63 

4.4 4.9 7.3 1.69 

4.0 4‘6 6.2 1.35 

4.0 4.6 6.3 1.35 

3.9 4.4 6.3 1. 97 

4.3 4.9 7.2 1. 80 

本田初期成育を確保することが，本県稲作の

課題となっている。そのため，尿素の移植直前

箱施用などが有効であるが，天候不順により，

施用後の移植日数が長びくと濃度障害が発生す

るなどの問題があった。

最近，さまざまな緩効性肥料が出現している

が，育苗に緩効性肥料の一種である被覆複合燐

硝安加里を使って，育苗の苗質の向上と本田へ

の肥料成分のもち込みによる本田初期活着の促

進をはかれないものかについて検討して，次の

ような成績が得られたので，指導奨励に供し

た」

2) 内容 CI昭和58年度指導奨励参考資料」の
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内容を当方で要約〉

イ ロング 100日の単体のみの使用

苗箱にロングのみを使用する方法である

(速効性肥料分なし〉。ロングゃのN成分量で

15，...，_，20 gの施用量であり，育苗期間中の溶出

(約305ぢ〉の残り(約70%)を本田にもち込

み初期活着を促進する O

ロ 中苗専用複合肥料(成分10-4-10)

育苗肥料とロング 100日を配合したもので

ある。苗箱当たりの施用量はN成分量で10，...，_，

15 gである。

上記，イ.ロ.のいずれの場合も本田の基肥量は

減ずる必要はないという指導参考内容となってい

る。

(2) 平成 2年度発表の試験成績

じ とりあげ、た理由

上記(1)の普及内容のロングが成分の違う 14-

12-14に変更されたことと，粒径のより小さい

中粒品への変更に伴い，平成 2年度に再度の試

験が実施された。

2) 内容

〔箱育苗における被覆肥料とその配合肥料の肥

効試験〕として報告された。

イ ロング424-11100(14-12-14)単体での

施用。

ロ 新ロング入り苗箱専用肥料(配合品11-11

-11)の施用。

ロング単体ではN施用量で10，...，_，30g /箱，新ロ

ング入り苗箱専用肥料ではN5，...，_，15g/箱で試験

を行い，昭和58年の発表内容との整合性を確認し

ている。

平成 3年より，新ロング入り苗箱専用肥料 (11

-11-11)が経済連取扱品となり普及し始め，苗

箱当たりの施用量は 80，...，_，100gとなっている。

3. 水稲育苗用に現在販売されている口ング

上記 2の各県の普及技術に記載されているロン

グは424-L100となっでいるが，平成2年より，

水稲育苗の本格的普及への対応として，ロングの

粒径を従来品より小さい中粒品とし，名称も中粒

品を意味する「ロング424-M100Jに変更してい

る。

中粒品「ロング424-M100Jの肥料分の溶出は

従来の製品(ロング424-L100) と同じであり，

現在，東北の各県で販売されているものはこの製

品である。

4. ロング入り水稲育苗専用肥料の普及状況

上記 2の各県の普及技術に準じた内容で農家が

より使い易く，また使用時に間違いのないように

する目的で，各県の経済連で配合品(育苗肥料と

ロング424-M100の配合品)を検討し，岩手県で

は，平成 2年より，宮城県と青森県では，平成 3

年よりそれぞれ販売を開始している。また，山形

県でも平成4年よりの販売開始を目指して準備を

行っている。

現在9 販売されている各県のロング入り水稲育

苗専用肥料の主な内容は表 5のとおりである。

表 5 東北で販売されているロング入り水稲育

苗専用肥料

県 成分(N-P-K) 施用量(g/箱) ロングの比率

13-12-13 60 
配合率83%

宮城
施用Nの87%

80-100 
配合率64%

岩手 10-10-10 
施用Nの90%

11-11-11 80~ 100 
配合率70%

三円主己本オ木t 

施用Nの85%

5. 平成 3年の使用実績

平成 3年からの本格的な普及を行った宮城県，

山形県，岩手県での使用実績は販売量から推定す

ると約 350万箱となり，農家や農協の評価も良好

であった。現在，、農協では，平成4年の肥料注文

のとりまとめが行われているが，平成 3年の好評，

さを裏付けるような情勢とのことである O

(佐藤健〉
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